
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

四街道市の災害対策 

３６才 

四街道市議会議員 

成田 
よしのり

芳律 

【討議資料】 

出前市政報告実施中！ 

四街道の財政は？今四街道ではどん

な問題があるの？四街道の今後の計画

は？から普段の生活でお困りの事を伺う

べく、皆様のもとへお伺い致します。 

お気軽にご連絡をお待ちしています。 

プロフィール 

明治大学大学院（公共政策修士） 

所属委員会 

・議会改革特別委員会委員長 

・議会運営委員会委員 

・総務常任委員会委員 

連絡先 

四街道市山梨 1179 

080-5069-8850 

mcnori1228@yahoo.co.jp 

ホームページもご覧ください 

災害対策は、政治行政における最も基本的で大切な仕事です。付け焼刃ではなく、常日頃から災害対策について

検討してこそ、責任を持って提言ができるのではと考えています。 

おかげさまで、四街道市では BCP(Business Continuity Plan ：業務継続計画）ができました。このＢＣＰとは、災害

時において、今まではあくまで行政がいつも通りの体制で、災害復旧を行うという事が検討されていましたが、当然

市役所だけ被災しないということはあり得ません。そのため、どの程度の災害においては、どの程度市役所が被災

するか、またそれにより、市役所（機能）がどの程度でどのくらい復旧可能か、更にはそれに伴い行政として行える

市全体の復旧作業に取り掛かれるかを、具体的に検討するものとなっています。 

当時東日本大震災のボランティア時に、改めて BCP の必要性を痛感し、議会で提言をさせていただき、市も率先

して導入を決定していただきました。この取り組みは、県内ではいち早く導入をしたため、他市からも四街道の計画

を参考にしていただいています。今後も一層改善を働きかけていきたいと考えています。更なる安全に向けて、皆さ

まからのご意見をお待ち申し上げます。 

ゲリラ豪雨については、実は明確な定義がなく、気

象庁でも使用していません。ただ、過度な集中的豪雨

や局地的大雨について広くゲリラ豪雨と呼ばれます。

実際市内にも床下、床上浸水や、通行止めに至る地区

も少なくありません。過去において、最大１時間に

72.5mmの降雨量を計測した経緯もあります。当時は冠

水だけではなく、マンホールの蓋が浮く状況でした。 

そのため、地下貯留槽の設置や、排水溝の整備等、

必要な取り組みは多岐にわたりあると考えます。 

四街道市における大規模地震時には、震度５強が

予測されています。この揺れは、棚にある食器類、書

棚の本の多くが落ちる。テレビが台から落ちることがあ

る。タンスなど重い家具が倒れることがある。変形によ

りドアが開かなくなることがある。一部の戸がはずれ

る。補強されていないブロック塀の多くが崩れる。据え

付けが不十分な自動販売機が倒れることがある。多く

の墓石が倒れる。自動車の運転が困難となり、停止す

る車が多い。このような被害が予測されています。 


